
ここが変更に
なりました！

避難を判断するための情報ととるべき行動　～避難のタイミングは？～
　災害が発生するおそれがある場合、または発生した場合、自ら情報を集めて判断し、避難行動をとることが重要
です。情報の種類と避難行動のタイミングを確認し、状況に応じた災害時の行動をチェックシートに書き込みましょう。
　チェックシート
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高齢者等避難

●自分がいる場所の状況に応じた避難行動
　高齢者等以外の人も避難の準備
　河川の近くにお住まいの方などは早めに避難
●高齢者等の避難を支援できる方は、可能な範囲で支援

高齢者等の避難を呼びかけるために発令

●自分がいる場所の状況に応じた避難行動

危険な場所から高齢者、障害者、
乳幼児等は避難

注意喚起注意喚起
まとまった降雨が見込まれるなど災害発生が予測される場合に発表

・大雨注意報
・洪水注意報

・氾濫注意水位

・氾濫発生

・大雨警報
・洪水警報

・大雨
 特別警報
 （浸水害）

災害への心がけを高める災害への心がけを高める

信濃川早期警戒情報信濃川早期警戒情報
上流での災害発生など信濃川の氾濫の危険性が高まった場合に発表

信濃川の氾濫に警戒信濃川の氾濫に警戒

5警戒レベル 緊急安全確保
災害が既に発生または差し迫った段階で発令

命の危険　直ちに安全確保

4警戒レベル 避難指示
災害が発生する危険性が高まり、
全員の避難が必要な段階で発令

危険な場所から全員が避難

市が発信する情報
気象台・河川管理者が発信する情報

気象情報 水位等に関する情報

・洪水警報の
 危険度分布
 （注意）

・避難判断水位
・洪水警報の
 危険度分布
 （警戒）

・氾濫危険水位
・洪水警報の
 危険度分布
 （非常に危険）
・洪水警報の
 危険度分布
 （極めて危険）

→P3参照

→P3参照

→裏表紙参照
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●避難の準備・確認
　非常持ち出し品、情報収集手段、避難先など
●可能な場合、浸水しない場所へ立ち退き避難
 【避難先】浸水しない場所の知人や親戚宅など
●所有車、自宅などの安全確保

上記「注意喚起」の3つの行動に加えて
●高齢者等の避難を支援できる方は、可能な範囲で支援

<警戒レベル4までに必ず避難！>

令和3年5月20日に避難情報の名称が変更されました。これに伴い、令和2年6月改定の洪水ハザードマップ
4ページ目を変更しましたので、マップと一緒に保管してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：危機管理防災本部　電話 0258-39-2262）
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